
株式会社 東部コントラクター 
 

１．会社の目的 

・飼料用稲を中心とする飼料作物の栽培、収穫 
 ・農業、畜産に関する作業受託 
 ・家畜の飼養管理、農作物の生産 
 ・牧場の管理運営の受託 等 
２．任意組合設立からの経緯 

（１）自給飼料への取組と堆肥環境問題の具体的な解決策として、平成１３年から飼料用

稲栽培への取り組みを始め、地域農業との共存を図りながら耕畜連携による循環型農

畜産業の推進を行ってきた。 
（２）県東部地域で飼料用稲栽培に取り組む旧鳥取市、旧国府町、岩美町、旧船岡町、旧

郡家町に各コントラクター組合を設立し、その補完・調整・支援を行う組織として、

平成１４年２月に東部コントラクター組合を設立した。 
（３）平成１８年１２月に法人化し、株式会社「東部コントラクター」を設立。飼料用稲

を始めとする飼料作物の生産の他、農業及び畜産業に係る作業受託等の業務を中心と

して、地域農業のコーディネーターとしての役割を担う組織として再編された。 
３．活動内容 

（１）機械の整備状況について 
  ①飼料用稲収穫機械 

・ 自走式専用コンバイン（タカキタ） ５台 
・ 自走式ラッピングマシーン（タカキタ） ７台 

     平成１３～１５年度畜産振興・生産振興総合対策事業 
     事業費 55,635千円、補助金 27,817千円 
②堆肥散布用機械 
 ・マニュアスプレッダ ３台 

     平成１７年度強い農業づくり交付金 
     事業費 9,340千円、交付金 4,670千円 
（２）飼料用稲収穫面積(ha)について 

 H13 H14 H15 H16 H17 H18 
鳥取市 2.1 15.5 27.4 34.5 34.7 34.5 
岩美町 4.2 6.3 19.2 22.1 22.1 22.1 
船岡町 3.6 11.7 21.0 19.8 19.4 15.6 
郡家町他 6.3 8.3 16.7 18.1 14.5 14.3 
合  計 16.2 41.8 84.3 94.5 90.7 86.5 

 



（３）作業受託料金 
  ①飼料用稲収穫・運搬作業受託料金 

ｺﾝﾊﾞｲﾝ･ﾗｯﾌﾟ利用料(円/10a) ﾛｰﾙ運搬費(円/ﾛｰﾙ) 
２６，０００ ５００ 

  ②堆肥運搬料金（円/台） 
堆肥運搬費(2t車) 
２，０００ 

  ③堆肥散布料金（円/10a） 
ﾏﾆｭｱ･ﾕﾝﾎﾞ借用 出役賃 
２，０００ ２，０００ 

４．今後の課題 

 ○ 耕種農家に対する管理指導の再徹底（雑草害が目立つ地区がある） 
○ 施用堆肥の品質向上（未熟堆肥の施用により、周辺住民の堆肥に対するイメージ低下

が起こっている） 
○ コントラ職員の意識改革（作業を「こなす」感覚から「栽培」へ） 
５．今後考えられる効果 

 ・耕作放棄地解消対策 飼料用稲と水田放牧等の組み合わせ 
 ・ストックポイントの設置による利便性の向上に伴う食用米への堆肥施用の拡大 
 ・法人としての収益確保に向けた実施業務の拡大（稲わら収集等） 

６．作業体系 

   自走式ｺﾝﾊﾞｲﾝ      自走式ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞﾏｼｰﾝ       大型ﾄﾗｯｸ 

 
刈り取り 梱包調製 運 搬 

収穫作業 
梱包作業 


